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課題
●なぜこの研究をおこなったのか？（研究の背景・目的）
地磁気逆転現象が京都帝国大学の松山基範により提唱されてから90年が経った。しかし逆転の正確な年代やその継続期
間、さらには環境への影響について、我々人類は未だに明確な答えを持っていない。この問に答えるため、本研究では堆積速
度が速く安定した地磁気記録を持ち、環境指標となる樹木花粉や海洋微生物の化石を豊富に含む房総半島の海成層を用
いることで、過去数百万年間に起こった複数の逆転記録と当時の環境変動記録を詳細に復元することを目的としている。

図1 研究を実施した地層

●研究するにあたっての苦労や工夫（研究の手法）
地層に刻まれた地磁気逆転や環境変動の記録をなるべく高い時間分解能で読み出すためには、地層の厚さ方向になるべく細
かくサンプルを採取する必要がある。本研究では、野外における精密な調査・計測をもとに、地磁気逆転が記録されている厚さ
数メートル〜数十メートルにわたる層準より、厚さ10cmごとに緻密なサンプル採取を行った。この手法は房総半島上総層群国
本層の千葉複合セクションで実施されたチバニアン提案研究でも威力を発揮し、我が国初のGSSP（国際境界模式層断面と
ポイント）の承認を強力にアシストした。
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研究成果
●どんな成果がでたか？どんな発見があったか？
基盤(B)では、日本最初のGSSP候補であった千葉複合セクションにおいて、最も最近に起こった地磁気逆転現象で
ある松山−ブルン境界を含む地層より10-50cm間隔で古地磁気測定および有孔虫化石の酸素同位体測定を行っ
た。その結果、松山−ブルン逆転境界の年代が国際層序委員会の公式年代(78.1万年前)より1万年若い約77万
年前であることを説得力のある形で示すことができた(Okada et al., EPS, 2017; Simon et al., EPSL, 2019; 
Haneda et al., PEPS, 2020b)。さらに花粉化石の群集解析などから古気候復元を行った結果、約80万年前〜
75万年前において、房総半島付近の古気候・古海洋環境が冬のアジアモンスーンに支配されていた可能性を指摘し
た(Suganuma et al., QSR, 2018; Haneda et al., EPSL. 2020a)。またこの結果において、花粉化石による
古気候変動と地磁気逆転との間に直接的な関係性は見られなかった。一方、より古い時代に起こった別の地磁気逆
転現象についての調査を進め、約300万年〜460万年前の地層である安房層群安野層より、計6回の地磁気逆転
記録を得ることに成功した(Haneda & Okada, PEPS, 2019)。
以上の成果を基に、基盤(A)で過去400万年間の地磁気逆転記録の調査を進めた結果、これまでに房総半島南
端に分布する千倉層群より、約180万年前〜220万年前に起こった3回の地磁気逆転記録の詳細な復元に成功し
た(Konishi & Okada, PEPS, 2020)。さらに、第四紀開始の指標となっていることから世界的に注目を集めるガウ
ス−松山逆転境界(約258万年前)を詳細に捉えるため、当該逆転を記録した地層の陸上掘削を実施した。

図2 千葉複合ｾｸｼｮﾝの松山−ブル
ン境界記録．
横軸は年代値（千年単位）
上図：磁場強度変化
下図：磁極の緯度
Haneda et al.(2020b)

今後の展望
●今後の展望・期待される効果
基盤(A)により実施した掘削試料の解析を進め、ガウス−松山逆転境界記録の詳細な復元を行うと共に、海洋微生物および樹木花
粉の解析を行うことで、磁場逆転に伴う環境変動の有無の検証を進める。一方、磁場逆転と古気候変動との間に直接的な関係性が
見つからなかった松山−ブルン境界についても、花粉化石の採取密度を上げることで、より確かな検証を進めている。今後、複数の磁場
逆転境界における詳細な磁場変動と環境指標との対応関係の調査を進めることで、人類が未だ明確な答えを得ていない問である「地
磁気逆転がどのように起こったのか」「その時何が起こったのか」について、説得力のある形で示すことができると考えている。
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図3 陸上掘削の様子
2021年6月,千葉県南
房総市にて
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